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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
年
頭
に
あ
た
り
、「
地
域
循
環
共
生
圏
と
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
未
来
都
市
への

挑
戦
」を
目
標
に
掲
げ
、４
月
に
は「
脱
炭
素
先
行
地
域
」、５
月
に
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
」と
し
て
国
か
ら
の
選
定
を
受
け
、佐
渡
市
の
目
指
す
未
来
へ
の

ビ
ジョン
で
あ
る
持
続
可
能
な
島
づ
く
り
を
評
価
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
年
は
こ
の
ビ
ジョン
を
実
現
す
る
た
め
、島
へ
人
財
や
投
資
を
呼
び
込
み
、

人
や
経
済
、環
境
が
共
鳴
し
て
循
環
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
、多
様
な
佐

渡
モ
デ
ル
の
社
会
実
装
に
取
り
組
む
政
策
を
全
面
に
打
ち
出
す
と
と
も
に
、Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
未
来
都
市
と
し
て
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ
る「
ご
み

ゼ
ロ
」を
目
指
し
た
３
Ｒ（
リ
デュ
ー
ス
、リ
ユ
ー
ス
、リ
サ
イ
ク
ル
）運
動
の
推
進

や
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
島
内
生
産
・
島
内
循
環
に
よ
る
島
外
への
資
金
流
出
の
防
止
、

自
然
や
文
化
、環
境
を
活
か
し
た
移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
の
拡
大
、生
産
力

の
向
上
に
よ
る
地
産
地
消
・
地
産
外
消
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、元
気
な
経
済
と

多
様
な
人
が
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

同
時
に
、安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
島
を
目
指
し
て
、子
育
て
支
援
、健
康

寿
命
日
本一に
向
け
た
地
域
づ
く
り
、地
域
防
災
力
の
向
上
、医
療
・
介
護
・
福

祉
体
制
の
確
保
、航
路
や
空
路
の
安
定
や
原
料
価
格
の
上
昇
・
円
安
の
影
響

な
ど
に
よ
る
物
価
高
騰
対
策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、世
界
文
化
遺
産
登
録
は
勝
負
の
年
と
な
り
ま
す
。国
や
県
と
連
携

し
な
が
ら
万
全
の
準
備
を
整
え
る
と
も
に
、情
報
発
信
の
強
化
や
登
録
後
を

見
据
え
た
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

市
長
就
任
以
来
、幾
度
と
な
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に

追
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
コ
ロ
ナ
か
ら
の
再
生
を
掲
げ
、基
本
的
な

感
染
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
、経
済
や
地
域
活
動
を
維
持
・
活
性
化
さ
せ
る

政
策
を
着
実
に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
人
た
ち
が
育
ん
だ
世
界
に
誇
る
文
化
が
継
承
さ
れ
、資
源
が
地
域
内
で

連
携
し
循
環
す
る
持
続
可
能
な
島
・
佐
渡
の
実
現
に
向
け
て
、市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

佐
渡
市
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、お
健
や
か

に
佳
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、当
市
に
お
い
て
年
間
を
通
し
武
蔵
国
分
寺

跡
史
跡
指
定
１
０
０
周
年
を
記
念
し
た
催
し
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。４
月
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
11

月
の
姉
妹
都
市
文
化
交
流
イ
ベン
ト
で
は
、佐
渡
市
物

産
展
の
出
店
、鼓
童
の
圧
巻
の
パ
フォ
ー
マン
ス
を
ご
披

露
い
た
だ
き
、盛
会
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、拉
致
被
害
者
帰
国
20
年
と
い
う
節
目
に
、貴

市
在
住
の
曽
我
ひ
と
み
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
の
開
催
や
、

市
内
の
学
生
に
佐
渡
の
新
米
を
配
布
す
る
若
者
支
援

事
業
な
ど
が
実
を
結
び
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
佐

渡
市
か
ら
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ

の
成
果
で
あ
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
分
寺
市
指
定
保
養
施
設
の
利
用
助
成
を
活
用
し

て
佐
渡
市
へ
訪
れ
る
市
民
も
徐
々
に
増
え
て
ま
い
り
ま

し
た
。本
年
も
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
図
り
な
が
ら
、

両
市
の
ま
す
ま
す
の
交
流
推
進
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。

　

結
び
に
、貴
市
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈

念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新年のご挨拶

姉
妹
都
市
か
ら
新
年
の
ご
挨
拶

東
京
都
国
分
寺
市
長

井 

澤 

邦 

夫

「持続可能な島佐渡の創出とコロナからの再生」
～多様な佐渡モデルの実装により選ばれる島へ～

佐渡市長　渡　辺　竜　五
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2023
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
い
初
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
昨
年
４
月
、
佐
渡
市
議
会
議
長
に
就
任
以
来
、
次
の
事
項
を
目
標

に
議
会
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
、�二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
「
批
判
と
監
視
の
府
」
で
あ
る
市
議
会

の
役
割
を
強
化
す
る
と
共
に
、
市
民
へ
の
積
極
的
な
情
報
公
開
な
ど

に
よ
り
議
会
の
透
明
性
を
高
め
る
。

一
、�

研
修
や
学
習
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
資
質
向
上
を
図
り
、
市

民
の
負
託
に
十
分
応
え
ら
れ
る
議
会
を
目
指
す
。

一
、�

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
人
口
減
少
対
策
お
よ
び
議
会
基
本
条

例
制
定
を
目
指
す
。

本
年
は
、
念
願
の
『
世
界
遺
産
登
録
・
Ｌ
Ｃ
Ｃ
東
京
直
行
便
就
航
実
現
』

に
向
け
て
の
最
終
調
整
の
年
で
あ
り
、本
庁
舎・病
院・特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
建
設
、
そ
し
て
佐
渡
汽
船
・
資
材
高
騰
問
題
な
ど
、
佐
渡
の
将
来
を

左
右
す
る
案
件
が
集
中
し
て
お
り
、
本
市
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
局
面

に
あ
り
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
佐
渡
の
活
性
化
と
市
民
の
幸
せ
の
た
め
、

そ
し
て
次
代
を
担
う
人
た
ち
の
た
め
に
、
今
、
政
治
に
携
わ
る
者
の
責
任

と
し
て
誠
心
誠
意
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
も
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
ご
健
勝
で
実
り
多
く
、

毎
日
の
生
活
が
喜
び
に
溢
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

佐
渡
市
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
清
々
し
い
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
貴
市
と
本
市
が
同
時
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
と
し
て
の
幕
開
け
を
迎
え
ま
し
た
。
強
い
絆
で

結
ば
れ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
歩
み
を
始
め
ら
れ
た

こ
と
は
大
変
心
強
く
、
姉
妹
都
市
提
携
か
ら
三
十
余

年
を
過
ぎ
て
、
新
た
な
連
携
・
協
力
の
き
っ
か
け
が

芽
吹
い
た
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
姉
妹
都
市
交
流
の
取
り

組
み
と
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
の
取
り
組
み
が
そ
れ
ぞ
れ
を
発
展
さ
せ
る
さ
ら
な

る
推
進
力
と
な
り
、
大
き
な
花
を
咲
か
せ
、
両
市
で

数
多
く
の
実
を
結
ぶ
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま

す
。当

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、目
標
と
し
て
い
る
“
当

市
に
関
わ
る
全
て
の
方
が
健
康
と
幸
せ
を
実
感
で
き

る
ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
‐
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
な
ま
ち
”
の
実
現
を
貴

市
の
皆
さ
ま
に
も
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
貴
市
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
新
し
い
年

が
貴
市
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
ご
健
勝
と
ご
多
幸
に
溢

れ
た
年
と
な
る
よ
う
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

佐
渡
市
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、お
健
や
か

に
佳
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、当
市
に
お
い
て
年
間
を
通
し
武
蔵
国
分
寺

跡
史
跡
指
定
１
０
０
周
年
を
記
念
し
た
催
し
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。４
月
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
11

月
の
姉
妹
都
市
文
化
交
流
イ
ベン
ト
で
は
、佐
渡
市
物

産
展
の
出
店
、鼓
童
の
圧
巻
の
パ
フォ
ー
マン
ス
を
ご
披

露
い
た
だ
き
、盛
会
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、拉
致
被
害
者
帰
国
20
年
と
い
う
節
目
に
、貴

市
在
住
の
曽
我
ひ
と
み
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
の
開
催
や
、

市
内
の
学
生
に
佐
渡
の
新
米
を
配
布
す
る
若
者
支
援

事
業
な
ど
が
実
を
結
び
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
佐

渡
市
か
ら
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ

の
成
果
で
あ
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
分
寺
市
指
定
保
養
施
設
の
利
用
助
成
を
活
用
し

て
佐
渡
市
へ
訪
れ
る
市
民
も
徐
々
に
増
え
て
ま
い
り
ま

し
た
。本
年
も
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
図
り
な
が
ら
、

両
市
の
ま
す
ま
す
の
交
流
推
進
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。

　

結
び
に
、貴
市
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈

念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

埼
玉
県
入
間
市
長　

杉
島
理
一
郎

佐渡市活性化の礎を築く年に
佐渡市議会議長　近　藤　和　義
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教
育
旅
行
で
の“
民
泊
体
験
”

　
教
育
旅
行
で
の
「
民
泊
体
験
」
を
受
け
入
れ
て
い
る
佐
渡
地
区
農
山
漁
村
体
験
推
進
協
議
会
で
は
、
令
和
４
年
度
は
佐
渡
島
内
の

小
学
５
年
生
６
校
、
佐
渡
島
外
の
小
学
６
年
生
１
校
、
合
計
１
４
６
名
を
、
島
内
８
地
区 

約
30
軒
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
普
段
と
は
違
う
環
境
で
友
達
と
過
ご
す
こ
と
や
、
民
泊
家
庭
の
方
々
と
の
温
か
い
ふ
れ
あ
い
が
心
に
残
る

体
験
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
‼

■引率教諭の感想
・�はじめは、知らない家庭に入っていって泊まることに抵抗を感じており、固い表情だった児
童がほとんどだった。しかし、交流が深まるにつれて表情は明るくなり、終わる頃には、充
実感でいっぱいのようだった。新しい環境でもやれる自信がついたと思う。
・�コロナ禍では、人とかかわる経験が不足しているので、民泊先のお家の方とかかわる経験は
大変貴重なものになった。

■保護者の感想
　民泊で体験したことやお世話になった宿泊先の方々の話、一緒に活動を共にした友達のことなど
を嬉しそうに話してくれました。１泊２日という短い期間でかけがえのない思い出をたくさん作るこ
とができる民泊体験、すばらしい機会を与えていただき、ありがとうございました。

民泊体験
2日間の流れ

 2日目 
7：00

 1日目  
13：00

 対面式 
家庭到着

午後
 各家庭ごとの体験 

⃝夕食づくり
⃝入浴
⃝夕食
⃝語らい
⃝団らん

 就寝 

 起床 

 お別れ式 

 集合 

21：00

9：00

12：30

よかったことは家族のみなさんがや
さしかったことです。いっしょに遊ん
でもらったり、海につれていってくれ
たことが楽しかったです。

民泊先のご家族のお
子さんと一緒に遊ん
でたのしかった‼

新たな名産品
「佐渡シルクれん
こん」の収穫体験
をさせてもらいま
した。

集落に伝わる
昔話を聞かせて
もらいました。 活

動
報
告

屋外に出て…
田んぼや庭の草取り、
海岸散策、釣りなど

室内で…
七夕飾りつけ、料理など

地区ごとに
集まって
共同体験・
昼食

【子どもたちの感想】
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　小学生〜大学生までの学校団体が、一般家庭・農家民宿・ゲストハウス（受け入れ者が敷地内に同泊するこ
とが条件）に宿泊し「佐渡の素朴な暮らし」を体験します。
“ その家で、その日にできること ” を体験しますので、決まったメニューはありません。
　受け入れは１泊２日が最も多く、1日目の午後〜２日目の午前中（お昼を一緒に作って食べることもあります）
を来訪した子どもたちと過ごします。

学生と地域の双方が元気になれる 
　　　　取り組みを目指しています‼
訪 れ る 学 生 た ち�→��幅広い年代の人達との関わり、マナー、礼

儀を学ぶ機会が得られる自然と接すること
で豊かな心をはぐくむ

佐渡の受け入れ地域�→��元気な子どもたちと接することで、自分も
元気になれる。佐渡の暮らしの良さ、文化、伝統を子どもたちに伝える体験や施設
利用により地域内での経済効果がうまれる

教育旅行での 
「学生の民泊体験」の受け入れをしてみませんか？

お問い合わせ　佐渡地区農山漁村体験推進協議会�事務局
　一般社団法人　佐渡観光交流機構　旅行事業部　担当�斎藤・鈴木
　〒952-0014　佐渡市両津湊353�佐渡汽船両津港ターミナル内�佐渡観光案内所
　☎５８－７２８５（平日8:30〜 17:30）

■�佐渡地区農山漁村体験推進協議会�会長　荒木　久夫さん
　はじめは緊張していた子どもたちが、魚釣り体験などを通してはじ
けるような笑顔で話しかけてくれると、こちらもうれしく楽しい気持
ちになります。一緒に活動してくださる受け入れ家庭を募集していま
す。興味のある方はぜひ事務局までお声がけください。

■�受け入れ家庭・受け入れ民宿　山内　三信さん
　金井・佐和田エリアの受け入れ家族として10年近く参画しております。
４人いる子どもの成長と共に、お友達がお泊まりに来たような感覚で一
緒にバーベキューの準備をしたり、ホタル鑑賞に行ったりします。家族
にとっての非日常を我が家にいながら楽しんでます。

○�教育体験旅行における一般家庭での民泊体験受け入れ事業は、「新潟県学校の教育活動に伴う農村ホーム
ステイ受入に係る衛生管理等取扱要綱」に沿って実施しています。
　受け入れ家庭としてお願いする条件は以下の通りです。
・佐渡観光交流機構を通した実施で、学校団体の受け入れであること。
・１年に１度、衛生講習会（90 分）、受け入れ研修会を受講すること。
・実施前の地域会議などの打ち合わせに参加いただくこと。
　その他、研修会（任意参加）などを通してより良い受け入れ体制を整えています。

受け入れについて
地域へ説明に
お伺いします。

お気軽にお問い合わせ
ください。

ぜひ、多くの市民の皆さまからご協力いただき、
子どもたちに一生忘れられない貴重な体験をさせてあげてください。
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～みんなですすめる 食と運動＋こころ のあったか大作戦～

Ｓ
サ イ ズ エ ス

ＩＺＥＳで健康づくり‼
　楽しみや生きがいをもって、元気に過ごすため
に、食事や運動などの生活習慣の改善を、地域の
みんなで取り組む健康づくり活動です。
　佐渡でみんな一緒にずっと笑顔で住みたい、と
いう思いを「SIZES」の文字に込めました。

　佐渡市の健診結果などの現状から、病気を予防
し元気を増やすためのより良い生活習慣を、世代
毎に5か条にまとめました。
　自分の暮らしにあわせて、できることから、実
行してみましょう。

　子どもの頃からの生活習慣は、
健康の基礎となります。また、
家族や友達とのコミュニケー
ション、遊びなどさまざまな経
験をすることで、こころと体を
健やかに育みます。

佐渡の現状（県比較）
①肥満の人が多い
②運動習慣のない人が多い
③朝食を食べない人が多い
④間食をとる人が多い
子どもから大人まで、�
各世代に共通しています。

「ＳＩＺＥＳ」とは？

育ち盛り世代（0 歳～18 歳頃）

S：佐渡で
 I：一緒に
Z：ずっと
E：笑顔で
S：住みたいな

SIZES

幼児向け
①早

はや
寝
ね
、早
はや
起
お
き、しっかり朝

あさ
ごはんを食

た
べよう。

②おやつは時
じ
間
かん
を決めて食

た
べよう。

③いっぱいからだを動
うご
かそう。

④�テレビやゲームはおうちの人
ひと
とルールを決め

よう。
⑤�仕

し
上
あ
げみがきをしても

らおう。

中学・高校生向け
①生活リズムを整えよう。
②間食よりも３回の食事を大切に。
③歩ける距離はすすんで歩こう。
④�自分の声で気持ちを
伝えよう。
⑤�食事の後は歯をみが
こう。

小学生向け
①早
はや
寝
ね
、早
はや
起
お
き、しっかり朝

あさ
ごはんを食

た
べよう。

②おやつは時
じ
間
かん
と量
りょう
を決

き
めて食

た
べよう。

③体
からだ
を使
つか
った遊

あそ
びや運

うん
動
どう
を積
せっ
極
きょく
的
てき
にしよう。

④�お家
うち
の人
ひと
とゆったり話

はなし
をする時

じ
間
かん
をもとう。

⑤�寝
ね
る前
まえ
の歯

は
みがきは

毎
まい
日
にち
しよう。�

�小
しょうがく
学４年

ねん
生
せい
までは仕

し

上
あ
げみがきをしても
らおう。

よく
噛んで
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　家庭や仕事で中心的な役割を担
うこの世代は、高血圧や糖尿病な
どの生活習慣病のほか、こころの
不調を起こしやすい時期でもあり
ます。
　年に一度の健診を機に生活習慣
を振り返るなど、時々自分の体に
ついて考えてみることが大切です。

　年齢を重ねると、足腰の不調や持病の悪
化から、「フレイル（虚弱になること）」や
「要介護状態」につながりやすくなります。
　食事ではたんぱく質を摂ること、日常動
作を含め運動を心がける他に、社会参加が
大切です。
　無理なく、自分にあった健康
習慣づくりを実践しましょう。

働き盛り世代（19 歳頃～ 64 歳まで）

活躍盛り世代（65 歳頃～）

①１日１回は心と体の休息の時間をもとう。
②量とバランスを考えて、�腹八分目を心がけよう。
③毎日１０分大股で歩こう。
④�毎年健診を受けて自分の�
体を知ろう。
⑤�地域の人とのつなが
りを大切にしよう。

①１日１回は外出しよう。
②肉や魚を毎日食べよう。
③無理なく運動をしよう。
④�さまざまな世代とふれ
あおう。
⑤�お互い様の気持
ちで声をかけあ
おう。

さぁみんなで、「お正月からやらんかさ！」
　令和４年度から、１０月と１月を「健康推
進月間」と定め、楽しみながらできる健康づ
くりを企画しています。
　1月は「ＳＩＺＥＳ」チャレンジキャンペー
ンです。今回ご紹介した「ＳＩＺＥＳ5か条」
に取り組み、　結果を応募いただくと、抽選で
プレゼントが当たります。
　ふるってご応募ください。

＊�応募用紙は、本庁舎・各支所・行政サービ
スセンターに備え付けてあります。
＊�市ホームページのアンケートフォームに回
答して応募することもできます。

お問い合わせ　健康医療対策課　☎６３―３１１５

やりかた：
①自分の世代の「ＳＩＺＥＳ�5か条」を、
　1月 1日〜 31日まで取り組む。
②�取り組み状況を指定のアンケート用紙に記入し、
切手を貼って郵送、または最寄りの市役所・支所・
サービスセンターへ提出してください。
　�市ホームページのアンケートフォームに回答して
応募することもできます。

チャレンジ期間：
令和5年 1月 1日〜 1月 31日

応募締め切り：
令和5年 2月 24日必着
（応募はお一人様1回限りです）

今より
一足分前へ
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下川茂集落協定 川茂見守り隊

6集落（地域住民） 民生委員など

支え合い

地区の課題は？
　川茂地区は山間地の盆地に位置し、６つの集落から構成されています。地区内の保育園や小学校の閉園・閉校、
世帯数・住民数の減少、高齢化など、集落機能の低下が危惧されています。
　令和元年に佐渡市社会福祉協議会が行った集落環境に係るアンケート調査では「通院など外出の手伝い、安
否確認の声かけや見守り」などをやってほしいとの声がありました。

　市では10年後を見据えた地域農業をどう考えていくか、集落協定を中心に話し合いを行っ
ていただいています。地域の未来のためにみんなで話し合ってみませんか。
問農業政策課農業企画係　☎６３―５１１７

地域で支え合う仕組みづくり 住みやすい地区であり続ける‼地域で支え合う仕組みづくり 住みやすい地区であり続ける‼

川茂地区川茂地区（赤泊）（赤泊）の取り組みをご紹介しますの取り組みをご紹介します
中山間地域等直接支払制度（国事業）を活用し、

地域で支え合う仕組みづくり（集落機能強化）を行っている川茂地区の取り組みをご紹介します。

中山間地域等直接支払制度とは
　農業生産条件の不利な中山間地域などで、集落などを単位に、農用地を維持・管理していくための
取り決め（協定）を締結して農業生産活動などを行う場合に、面積に応じて一定額を交付する制度です。
　「集落機能強化加算」として、新たな人材の確保や集落機能（営農に関するもの以外）を強化する
取り組みを行う場合に加算を受けることができます。

地域で支え合う仕組みづくりが必要

課題解決に向けた取り組みは？

取り組みの成果

　これまでも自主的な声かけや手伝いなどが行われてき
たが、より支え合いを強化するためには組織（活動の見え
る化・継続化）が必要。
　そのために集落機能強化加算を活用し、高齢者の見守
りを活動の核とした「川茂見守り隊」を立ち上げ！
・�気軽に声をかけやすいように、集落ごとに２名の担
当を置き、頼みやすい体制に。

・�環境整備や移動の支援を協力した方への費用弁償相
当を「川茂見守り隊」から支払いし、支援を依頼し
た方の負担はゼロからスタート。

・草刈りや歩道の除雪作業のための機械を購入　など ・�活動に協力した方に費用弁償などが支
払われることで、比較的気兼ねなく買い
物など頼めるようになった。

・みんなで地域を支える意識が高まった。

文化祭を開催するなど地域活性化に力を入れています

県内の取組事例はこちら

　川茂地区の取り
組みは国の優良事
例としても紹介され
る予定です。

➡
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市役所市民課で休日窓口を拡充しています
　市民の皆さまの利便性向上のため、市役所市民課（本庁舎１階）では休日窓口などを開設しています。
　※時間帯によっては窓口へ来る方が集中することもありますので、時間に余裕をもってお越しください。

【マイナンバーカードは本庁舎以外でも受け取りが可能です】
　本庁舎以外の各支所・行政サービスセンターでも受け取りが可能です。本庁舎以外での受け取りを
希望される場合は、受け取りを希望する 10 日前までに、受け取りを希望する支所・行政サービスセ
ンターまたは、市民課へ事前にご連絡ください。
　本人確認書類（有効期限内のマイナンバーカード、運転免許証など）をお持ちいただくほかに、手
続きによっては必要な書類がある場合がありますので、詳しくはお問い合わせください。

◎取扱い可能な手続き
　・住民票などの発行
　・住民異動届
　・戸籍届出の受付
　・パスポートの受け取り
　・マイナンバーカード申請受付と交付
　・印鑑登録
　・住民異動に伴う国民健康保険証発行

◎�取扱い可能な手続き�
（マイナンバーに関する手続きのみ）
　・マイナンバーカードの交付申請、受け取り
　・マイナンバーカードのオンライン申請補助
　・�マイナンバーカードに関する手続き�

（紛失届、廃止届など）
　・電子証明書の更新、発行

〇住民票などの発行ができる窓口
第２・第４日曜日
午前８時30分～午後０時30分
※�１月22日㈰は、システムメンテナンスのため休止
します。

◆�平日／�毎週水曜日の午後７時 30分まで延長
しています。

◆�休日／�システムメンテナンス日を除く日曜日
の午前８時30分～午後０時30分

※�システムメンテナンスのため、毎月第３日曜
日は休止します。

　�ただし１月のシステムメンテナンスは１月 22
日㈰に実施するため、休日窓口は休止します。

※�祝日、12 月 29 日から翌年１月３日までの間は、
休止します。

〇マイナンバーカードの平日時間外・休日窓口

問市民課戸籍係　☎６３―５１１２
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島 話 題の
佐渡の なできごとをご紹介旬旬

市民の健康づくりへの功績をたたえて

令和４年度 令和４年度 新潟県健康づくり功労者県知事表彰新潟県健康づくり功労者県知事表彰

無農薬無化学肥料栽培米を給食に

保育園の食育活動で巡回しています保育園の食育活動で巡回しています

11/1511/15

　「健康づくり功労者県知事表彰」とは、長年にわたり県民の健康づくりのた

めに献身的な活動を行い、その功績が特に顕著である方が表彰されます。

　今年度は、佐渡市から２名の方が表彰されましたのでご紹介します。

　船登正明さんは、診療放射線技師として、がんの早期発見を通して健康維

持、増進に寄与されました。

　佐橋まゆみさんは、助産師として妊産婦の悩みに寄り添い、さらに母乳育

児の推進など、佐渡市の母子保

健事業に尽力されました。

　11月15日に新潟県で表彰式

がありました。佐橋さんは都合で

欠席されたため、12月1日に渡辺

市長から表彰状の授与を行いま

した。

　お二人の活動に感謝するとともに、今後のご健勝とますますの

ご活躍を心より祈念いたします。

　市内保育園で、栄養士の巡回や給食参観に合わ

せて食育活動を実施しています。

　佐渡市では、この春から保育園の給食では佐渡

産の無農薬無化学肥料栽培のお米の使用を進めて

います。地元で有機農業を実践している農家にも

同行していただき、取り組みを紹介していただきま

した。

　保護者から「佐渡に住んでいるけど、こんなに熱心に取り

組んでいる農家の声を聴いたのは初めて。感動しました」と

いった感想をいただきました。これからも、島の食と農、そ

して人をつなぐ活動は続きます。

有機農業を実践されている農家による取り組み紹介

親子でおむすびづくり

表彰式に出席した船登さん（右）

渡辺市長（右）から表彰状を渡された佐橋さん（左）

10市報さど　令和5年1月号



島 話 題の
佐渡の なできごとをご紹介旬旬

インフルエンサーとして佐渡の魅力を発信

「佐渡観光応援公式サポーター」「佐渡観光応援公式サポーター」
NGT48が活動報告NGT48が活動報告

　「佐渡島の金山」の世界遺産登録を支援しよう

と、キリンビール株式会社新潟支社が令和４年７月

から販売した、キリン一番搾り応援デザイン缶の売

り上げの一部、174,480円を市の世界遺産推進基

金へ寄付していただきました。寄付金は、「佐渡島

の金山」の世界遺産登録に向けた推進活動に役立

てられます。

　「佐渡観光応援公式サポーター」として活動している

NGT48から小熊 倫実さん、藤崎 未夢さん、川越 紗彩さん

の３人が佐渡市役所を訪問しました。

　NGT48の皆さんには、ミュージックビデオやＳＮＳなど

を通じて佐渡の魅力を発信していただいています。今回の

訪問では、渡辺市長に令和４年の活動報告をした後、鬼太

鼓を体験しました。

キリンビール新潟支社の泉水支社長と渡辺市長

「鼓志の会」の皆さんと鬼太鼓を体験

渡辺市長に活動報告書を手渡しました

12/1312/13

「佐
さ ど

渡島の金山を世界遺産へ」デザイン缶で応援

キリンビール株式会社から キリンビール株式会社から 
寄付をいただきました寄付をいただきました

11/2111/21
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後 
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の
利
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児
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を

募
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し
て
い
ま
す

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
昼
間
就
労
な

ど
に
よ
り
保
護
者
が
家
庭
に
い
な
い
小
学

生
に
、
適
切
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遊
び
や
生
活
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場
を
提
供
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、
健
全
な
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と
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す
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令
和
５
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度
に
ク
ラ
ブ
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用
を
希
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さ
れ
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方
は
、
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請
期
限
内
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み
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さ
い
。

募
集
ク
ラ
ブ
お
よ
び
定
員
（
予
定
）

・
両
津
40
人　
・
加
茂
（
新
設
）
40
人

・
両
津
吉
井
20
人　
・
相
川　
40
人

・
七
浦　
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人　
・
佐
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田
80
人

・
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人
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学
年
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優
先
し
、
４
年
生
以

上
の
利
用
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

申
請
方
法

・�

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請

※�
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類
を
ご
準
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の
う
え
、
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請
画
面
へ
お
進
み

く
だ
さ
い
。
添
付
書
類
が
不
足
す
る
場
合
は

無
効
と
な
り
、
再
度
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

・
子
ど
も
若
者
課
（
本
庁
舎
２
階
）

　

�
ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
へ
申
請
書
類
を
直
接
持
参

※�

申
請
書
類
は
お
申
込
み
先
の
窓
口
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

１
月
27
日
㈮

・

子
ど
も
若
者
課
子
育
て
支
援
係 

　
☎
63
―
３
１
２
６

佐
渡
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト 

２
０
２
３ 

観
覧
者
募
集
中
！

　

佐
渡
市
で
は
、「
起
業
成
功
率
№
1
の

島
」
を
目
指
し
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
な
ど
を
対
象
と
し

た
佐
渡
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　
こ
の
度
、
書
類
審
査
を
勝
ち
抜
い
た
５

者
か
ら
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
に
よ
る
最
終
審

査
会
を
行
う
に
あ
た
り
、
観
覧
者
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

１
月
28
日
㈯

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

（
午
前
８
時
30
分
開
場
）

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

50
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

�

申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
移
住
交
流
推
進

課
へ
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
月
23
日
㈪

移
住
交
流
推
進
課�

☎
67
―
７
１
５
３

有
　
料
　
広
　
告

若い力で

お手伝い
！
力仕事、高所作業は

ハウスクリーニング・リフォーム

伐採・庭

よろずサービス人力車
緑と生きるいいね！を創る ㈱A.Kグリーンプランニング
佐渡三瀬川628 ☎0259－63－4561

http://jinrikisya-sado.com

●頭打ち ●草刈 ●庭木剪定

●雨樋清掃、補修　●害虫獣駆除
●外壁補修、塗装
●賃貸住宅入退去時清掃

人力車に
お任せください！

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
は�

こ
ち
ら

市報さど　令和5年1月号 12
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' 総務部防災課　防災安全係

有
　
料
　
広
　
告

公営住宅の入居者を募集します
　入居には、所得要件など申込資格要件があります。詳しくはお問い合わせください。

地区 住宅名称（所在階） 募集
戸数

建築
年度 構造 間取 月額家賃（円）

両　津

大野第1住宅（3階） 2 H9 耐火構造3階建て 3LDK 25,300～49,600

大野第2住宅（2階） 1 H14 耐火構造3階建て 2LDK 38,000

原黒住宅 1 H5 木造2階共同建て 2LDK 20,300～39,800

佐和田 青柳寺住宅（2階） 1 S56 耐火構造4階建て 3DK 16,500～32,400

金　井 吉井第2住宅 1 H6 木造平屋一戸建て 3DK 42,000

新　穂
瓜生屋第2住宅 1 H17 木造2階共同建て 3DK 23,700～46,600

青木第2住宅 1 H6 木造2階一戸建て 3DK 20,200～39,700

畑　野 後稲葉住宅団地A棟（1階） 1 H13 木造2階共同建て 2DK 13,300～26,100

真　野 新町団地 1 H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000

赤　泊

浦津団地 1 H12 木造2階共同建て 1LDK 14,500～28,500

赤泊団地 1 S62 木造2階一戸建て 4DK 20,000～33,200

真浦団地 1 H8 木造平屋共同建て 1LDK 18,000

�1月31日㈫�午後５時　　入居予定　2月下旬
・ ��建築住宅課　住宅・都市計画係　☎６７―７４０３�

各支所産業建設係、各行政サービスセンター地域支援係

お
詫
び
と
訂
正

　
『
市
報
さ
ど
12
月
号
』（
12
月
10
日
発

行
）に
つ
き
ま
し
て
、一
部
誤
り
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。正
し
く
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

19
ペ
ー
ジ

「
市
営
湊
駐
車
場
の

　
　
　
　
定
期
利
用
者
募
集
」

誤
／
（
５
行
目
）

　
　
令
和
６
年
３
月
31
日
㈮

正
／
（
５
行
目
）

　
　
令
和
６
年
３
月
31
日
㈰

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
戦
略
室
広
報
広
聴
係

　
☎
63
―
３
８
０
２

市報さど　令和5年1月号13



令
和
5
年
2

月
の
行
事
予
定

令
和
5年
1月
10
日
発
行

総
合
政
策
課
広
報
戦
略
室
広
報
広
聴
係

☎
０
２
５
9
─
６
３
─
３
８
０
２

2
月
の
各
種
相
談
日

行
事
名

場
所

内
容

お
問
い
合
わ
せ

土
地
家
屋
調
査
士
無
料
相
談

各
土
地
家
屋
調
査

士
事

務
所

土
地

の
測

量
、

分
筆

、
地

積
更

生
、

地
目

変
更

、
建

物
の

新
築

、
増

築
、

取
り

壊
し

な
ど

、
土

地
・

建
物

の
表

題
登

記
や

境
界

に
関

す
る

ご
相

談
。

土
地

家
屋

調
査

士
会

佐
渡

支
部

☎
55

-3
11

7

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

各
司
法
書
士
事
務

所
一

般
的

な
法

律
知

識
の

提
供

や
、

問
題

解
決

の
た

め
の

法
的

な
ア

ド
バ

イ
ス

な
ど

の
ご

相
談

。
司

法
書

士
会

佐
渡

支
部

　
☎

66
-2

57
8

無
料

相
談

日
：

2月
20

日
㈪

～
24

日
㈮

 1
3時

～
17

時
　

※
事

前
に

各
司

法
書

士
事

務
所

へ
の

予
約

が
必

要
で

す
。

※
上

記
以

外
に

も
、

2月
8日

㈬
に

金
井

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

で
土

地
家

屋
調

査
士

無
料

相
談

を
実

施
し

ま
す

。
詳

し
く

は
17

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

行
事
名

日
時

場
所

お
申
し
込
み

お
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
弁
護
士
会

リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
佐
渡
相
談
所

10
㈮

10
:0

0～
12

:3
0

あ
い

ぽ
ー

と
佐

渡
前

日
ま

で
に

要
予

約
新

潟
県

弁
護

士
会

☎
02

5-
22

2-
55

33
24

㈮
佐

渡
中

央
会

館

特
設
人
権
相
談

6㈪
９

:0
0～

12
:0

0
市

役
所

第
２

庁
舎

第
６

会
議

室
人

権
擁

護
委

員
が

相
談

に
応

じ
ま

す
。

予
約

は
不

要
で

す
。

新
潟

地
方

法
務

局
佐

渡
支

局
☎

74
-3

78
7

○
2
月
の
健
康
相
談
日

受
付
時
間：
9:
00
～
11
:3
0、
13
:0
0～
14
:3
0（
い
ず
れ
の
会
場
も
時
間
は
同
じ
で
す
。）

地
区

日
場
所

お
問
い
合
わ
せ

両
津

14
㈫

両
津

支
所

両
津

支
所

福
祉

保
健

係
☎

27
-2

11
4

相
川

9㈭
相

川
支

所
相

川
支

所
福

祉
保

健
係

☎
74

-0
33

9
佐
和
田

9㈭
佐

和
田

保
健

セ
ン

タ
ー

市
民

生
活

部
健

康
医

療
対

策
課

保
健

係
☎

63
-3

11
5

金
井

13
㈪

金
井

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

新
穂

16
㈭

ト
キ

の
む

ら
元

気
館

15
:0

0～
16

:0
0

新
穂

潟
上

温
泉

畑
野

17
㈮

畑
野

母
子

健
康

セ
ン

タ
ー

真
野

21
㈫

真
野

ふ
る

さ
と

会
館

小
木

8㈬
小

木
行

政
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー

羽
茂

支
所

福
祉

保
健

係
☎

88
-3

11
1

羽
茂

21
㈫

羽
茂

支
所

15
:3

0～
16

:3
0

羽
茂

温
泉

赤
泊

16
㈭

赤
泊

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

※
事

前
に

お
申

し
込

み
を

お
願

い
し

ま
す

。

○
2
月
の
行
政
相
談
日

地
区

日
時

場
所

両
津

23
（木

・祝
）

13
:0

0～
16

:0
0

両
津

福
祉

セ
ン

タ
ー

し
ゃ

く
な

げ

相
川

22
㈬

9:
00

～
12

:0
0

あ
い

か
わ

開
発

総
合

セ
ン

タ
ー

佐
和
田

20
㈪

9:
30

～
12

:0
0

佐
渡

中
央

会
館

金
井

22
㈬

13
:0

0～
15

:0
0

金
井

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

新
穂

6㈪
9:

00
～

12
:0

0
新

穂
行

政
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー

畑
野

7㈫
13

:3
0～

15
:3

0
畑

野
行

政
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー

真
野

20
㈪

13
:3

0～
15

:3
0

真
野

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

小
木

6㈪
9:

00
～

12
:0

0
小

木
行

政
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー

羽
茂

8㈬
10

:0
0～

12
:0

0
羽

茂
農

村
環

境
改

善
セ

ン
タ

ー

赤
泊

15
㈬

13
:3

0～
15

:3
0

赤
泊

福
祉

保
健

セ
ン

タ
ー

や
す

ら
ぎ

※
 行

政
相

談
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
は

、
総

務
課

ま
た

は
各

支
所

・
行

政
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
、

地
域

セ
ン

タ
ー

の
地

域
支

援
係

ま
で

お
願

い
し

ま
す

。

○
2
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

※
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

行
事

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

は
、

各
地

区
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

ま
で

お
願

い
し

ま
す

。
地
区

日
行
事

り
ょ
う
つ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
両
津
地
区
）

毎
週

月
～

金
曜

日
9:

00
～

11
:3

0、
13

:0
0～

15
:3

0
☎

24
-7

07
7

1日
㈬

絵
本

よ
み

き
か

せ

21
日

㈫
誕

生
会

24
日

㈮
絵

本
よ

み
き

か
せ

27
日

㈪
身

長
体

重
測

定

28
日

㈫
身

長
体

重
測

定

あ
い
か
わ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
相
川
地
区
）

毎
週

月・
水

・
金

曜
日

　
9:

00
～

12
:0

0、
13

:0
0～

15
:0

0
☎

74
-3

23
4

8日
㈬

身
長

体
重

測
定

22
日

㈬
誕

生
会

随
時

絵
本

よ
み

き
か

せ

さ
わ
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
佐
和
田
地
区
）

毎
週

火
～

金
曜

日
・

日
曜

日
9:

00
～

11
:3

0、
13

:0
0～

15
:3

0　
☎

52
-0

01
1

9日
㈭

身
長

体
重

測
定

15
日

㈬
誕

生
会

随
時

絵
本

よ
み

き
か

せ

か
な
い
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
金
井
地
区
）

毎
週

月
～

金
曜

日
　

9:
00

～
11

:3
0、

13
:0

0～
15

:3
0

（
15

:0
0～

15
:3

0 
育

児
相

談
）

☎
63

-5
50

5

8日
㈬

絵
本

よ
み

き
か

せ

10
日

㈮
身

長
体

重
測

定

15
日

㈬
絵

本
よ

み
き

か
せ

17
日

㈮
誕

生
会

小
木
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
」（
小
木
地
区
）

毎
週

月
～

金
曜

日
　

9:
00

～
13

:0
0（

13
:0

0～
14

:0
0育

児
相

談
）

☎
86

-1
12

1

3日
㈮

身
長

体
重

測
定

14
日

㈫
誕

生
会

16
日

㈭
絵

本
よ

み
き

か
せ

○
納
期
の
お
知
ら
せ

●
市
税
な
ど
の
納
期

1月
分

納
期
限
　
　
  1
月
31
日
㈫

再
振
替
日
　
  2
月
13
日
㈪

市
県

民
税

（
普

通
徴

収
）

（
４

期
）

固
定

資
産

税
（

４
期

）
国

民
健

康
保

険
税

（
７

期
）

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
料

（
１

０
期

）

2月
分

納
期
限
　
　
　2
月
28
日
㈫

国
民

健
康

保
険

税
（

８
期

）
後

期
高

齢
者

医
療

保
険

料
（

１
１

期
）

介
護

保
険

料
（

６
期

）

●
上
下
水
道
料
金
の
口
座
振
替
日

1月
分
　
再
振
替
日
　
2月
13
日
㈪

2月
分
　
振
替
日
　
   
2月
27
日
㈪

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、行

事
が

中
止

ま
た

は
延

期
に

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。ご

了
承

く
だ

さ
い

。

14

お
知
ら
せ

 

物
品
の
調
達
等
入
札
参
加
資

格
審
査
の
定
期
申
請
を 

受
付
中
で
す

　
市
が
発
注
す
る
物
品
の
購
入
や
業
務
委

託
等
の
入
札
ま
た
は
随
意
契
約
に
参
加
す

る
に
は
、
申
請
に
よ
り
資
格
審
査
を
受
け
、

「
佐
渡
市
物
品
の
調
達
等
入
札
参
加
資
格

者
名
簿
」
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
登
録
さ
れ
る

「
定
期
申
請
」
と
、
期
間
の
途
中
か
ら
登

録
さ
れ
る
「
随
時
申
請
」
が
あ
り
、
現
在
、

定
期
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
定
期
申
請
」
は
、
こ
れ
ま
で
２

年
ご
と
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３
年
ご

と
に
変
更
し
ま
し
た
。
「
自
動
更
新
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
令
和
３
・
４
年
度

の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
継
続
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
競
争
入
札
や
見
積
り
合
わ
せ
に
参
加
を

希
望
す
る
方
は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
入

札
・
発
注
・
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
」
コ
ー
ナ
ー

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
財
政
課
契
約
検
査

室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

財
政
課
契
約
検
査
室
契
約
係

　
☎
63
―
５
１
３
７

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
冬
期
間
の
市
民
生
活
道
路
の
確
保
と
、

積
雪
に
起
因
す
る
交
通
事
故
防
止
に
向
け
、

除
雪
作
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
除
雪
作
業
が
円
滑
か
つ
効
率
的
に
実
施

で
き
る
よ
う
、
次
の
点
に
つ
い
て
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○�

除
雪
出
動
は
、
お
お
む
ね
12
㎝
以
上
の

降
雪
を
基
準
と
し
て
、
原
則
早
朝
に
作

業
を
行
い
ま
す
が
、
一
部
地
域
や
降
雪

状
況
に
よ
っ
て
は
日
中
に
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○�
除
雪
作
業
で
や
む
を
得
ず
雪
が
各
戸
の

出
入
口
を
塞
ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

個
々
で
排
雪
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○�

除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
の
で
、
除
雪

車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
特

に
、
お
子
さ
ま
に
は
注
意
喚
起
を
お
願

い
し
ま
す
。

○�

除
雪
に
よ
り
十
分
な
道
路
幅
を
確
保
す

る
た
め
、
道
路
上
に
自
動
車
の
駐
車
や
、

物
の
放
置
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○�

除
雪
作
業
に
お
い
て
排
雪
が
困
難
な
地

域
で
は
、
農
地
や
空
き
地
を
排
雪
場
と

し
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

○�

各
戸
の
出
入
口
や
屋
根
の
雪
は
、
道
路

上
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

建
設
課
道
路
公
園
維
持
係

　
☎
63
―
５
１
１
８

第
十
一回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
で
す
。
請
求
期
限

を
過
ぎ
る
と
、
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権

利
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
支
給
対
象
者

に
該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
手
続
き
を
お
済

み
で
な
い
場
合
は
、
お
早
め
に
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

�

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
令
和

２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
し
ま
す
。

１　

�

令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
方

２　
戦
没
者
等
の
子

３　

�

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

※�

戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
の
う

ち
、令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
し
て
い

た
と
し
て
も
氏
が
変
わ
っ
て
い
な
い
方
、ま
た
は

同
日
に
お
い
て
遺
族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組
を

し
て
い
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

４　
�

３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母�

④
兄
弟
姉
妹

５　

�
１
～
４
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

内
の
親
族

※�

戦
没
者
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の

生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

３
月
31
日
㈮
ま
で

請
求
窓
口

　

�

社
会
福
祉
課
援
護
係
（
本
庁
舎
１
階
）
、

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
課
援
護
係

　
☎
63
―
５
１
１
３

　
県
福
祉
保
健
総
務
課
援
護
恩
給
室

　
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
８
０

傷
病
手
当
金
の
対
象
期
間 

が
延
長
さ
れ
ま
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
、

ま
た
は
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
り
感
染
が

疑
わ
れ
、
療
養
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
方
へ
の
傷
病
手
当
金
の
支

給
対
象
期
間
が
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま

で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

�

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

・�

佐
渡
市
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
新
潟
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

・�

勤
務
先
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
方

�

ま
ず
は
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

市
民
課
保
険
年
金
係

　
☎
63
―
５
１
１
２

令
和
５・６・７
年
度

市報さど　令和5年1月号



社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を 

お
送
り
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
額
証
明
書

（
は
が
き
）
を
１
月
20
日
㈮
に
発
送
予
定

で
す
の
で
、
申
告
の
参
考
資
料
と
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
て
い
る
分
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

税
務
課
収
納
係
・
市
民
税
係

　
☎
63
―
５
１
１
０

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務 

　
　
　
　
　
相
談
の
ご
案
内

　
島
内
各
税
理
士
事
務
所
で
少
額
な
所
得

の
申
告
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
作
成
を
無

料
で
行
い
ま
す
。

２
月
１
日
㈬

・
年
金
を
受
け
て
い
る
方

　
・�

給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
を
受
け

よ
う
と
さ
れ
る
方

　
・�

年
の
途
中
で
退
職
ま
た
は
就
職
さ
れ

た
方

�

最
寄
り
の
税
理
士
事
務
所
へ
事
前
に
電

話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
受
付
時

間
は
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
）

�

ご
相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
有
料
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
前
予
約
の
際

に
担
当
税
理
士
に
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

佐
渡
税
理
士
会
事
務
局

　
☎
27
―
２
７
５
０

 トキは何才で繁殖できるようになる?

農業政策課トキ・里山振興係　☎２４―６５５０ ※正解は18ページで発表します。

トキのことどれだけ分かる？知っトキ知っトキ！！クイズクイズ
Q
① ０才（生まれた年）　② １才　③ ２才

税務署からのお知らせ　「確定申告のお知らせ」
　確定申告には、ご自宅からマイナンバーカードを利用したｅ -Ｔａｘ・スマホ申告が便利です。
　マイナンバーカードとスマホがあれば、混雑する確定申告会場に出向かなくても、国税庁ホーム
ページ「確定申告書等作成コーナー」を利用して確定申告を行うことができます。ぜひ、ご利用く
ださい。

《確定申告会場》

期間 申告会場 対象の方

２月15日㈬�まで 佐渡税務署 還付申告の方

２月16日㈭～３月15日㈬ アミューズメント佐渡 すべての方
※土、日祝日は除きます。
※�確定申告会場への入場には、当日配付または国税庁LINE公式アカウントから事前に取得した入
場整理券が必要です。

《相談受付》
　午前９時から午後４時まで
※�スマホをお持ちの方は、確定申告会場で基本的にスマホを利用して申告書を作成していただきま
す。

※確定申告会場に来場される際は、マスクを着用していただき、少人数でお越しください。
※�入場の際に検温を実施しています。咳・発熱などの症状のある方は入場をお断りさせていただきます。
※午後４時前であっても、相談受付を終了する場合があります。
問佐渡税務署個人課税部門　☎７４―３２７６（自動音声案内）

国税庁 LINE 公式アカウントはこちら➡

市報さど　令和5年1月号15



16

お
知
ら
せ

普
通
救
命
講
習
会
を 

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

１
月
22
日
㈰　
午
後
１
時
～

佐
渡
市
消
防
本
部　
２
階

　
多
目
的
ホ
ー
ル

１
講
習　
午
後
４
時
ま
で

　

�　
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
を
講
義
と
実
技
で
、
学
ぶ

コ
ー
ス
で
す
。

　
２
講
習　
午
後
５
時
ま
で

　

�　
１
講
習
の
内
容
に
、
知
識
の
確
認
と

実
技
の
評
価
が
加
わ
っ
た
コ
ー
ス
で
す
。

小
学
５
年
生
以
上　

10
人　

１
月
21
日
㈯

・

消
防
本
部
救
急
係

　
☎
51
―
０
１
２
２

新
潟
県
の
最
低
賃
金
を 

　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
新
潟
県
の
最

低
賃
金
が
、
８
９
０
円
に
改
定
さ
れ
ま
し

た
。
常
用
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
、
嘱
託
な
ど
の
雇
用
形
態
や
呼
称
に
か

か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使

用
者
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
使
用
者
も
、
労
働
者
も
、
最
低
賃
金
を

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

　
☎
67
―
７
８
６
３

佐
渡
市
内
の
高
圧
電
力
利
用

事
業
者
を
支
援
し
ま
す

　
高
圧
ま
た
は
特
別
高
圧
の
電
力
契
約
に

よ
り
電
力
供
給
を
受
け
て
い
る
事
業
者
に

対
し
、
令
和
４
年
11
月
１
日
か
ら
変
更
に

な
っ
た
基
本
料
金
の
価
格
上
昇
分
（
令
和

４
年
11
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
ま
で
の
５

カ
月
分
）
の
半
額
を
支
援
し
ま
す
。

�

次
の
①
②
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①�

令
和
４
年
11
月
１
日
時
点
で
市
内
に
高

圧
電
力
利
用
施
設
を
有
し
て
事
業
を

行
っ
て
お
り
、交
付
申
請
後
も
市
内
で
営

む
事
業
の
継
続
が
確
実
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
。（
行
政
機
関
で
な
い
も
の
）

②�

市
内
に
有
す
る
高
圧
電
力
利
用
施
設
に

係
る
電
気
料
金
を
、
現
に
負
担
し
て
い

る
事
業
者
で
あ
る
こ
と
。

�

申
請
の
際
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
請
書
な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ

き
、必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、市

役
所
産
業
振
興
課（
第
２
庁
舎
）ま
た

は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
で
の
提
出
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

１
月
31
日
㈫　
※
当
日
消
印
有
効

・

〒
９
５
２
―
１
２
９
２

　

�

佐
渡
市
千
種
２
３
２
番
地

　
佐
渡
市
役
所
産
業
振
興
課

　
☎
67
―
７
８
６
３

令和５年度採用
佐渡市職員採用試験の追加募集を行います

《職種、採用予定人数》

職種 採用予定人数

一般事務（高校卒業程度） 若干名

総合土木（高校卒業程度） 若干名

※新型コロナウイルス感染症の状況により、試験日および会場などが変更になる場合があります。
※総合土木（高校卒業程度）は、主に道路、河川、農業基盤、水道の整備などの業務に従事します。
※受験申込みは、年度を通じて１つの職種に限ります。（フルタイム会計年度任用職員採用試験を除く。）

《試験日》　２月 12日（日）
《試験会場》　佐渡市役所本庁舎（千種 232 番地）
《受付期間・受付時間》
　１月 31日（火）まで　郵送の場合も１月 31日（火）必着
　午前８時 30分から午後５時 30分まで（土・日曜日を除く）

　詳しくは、市ホームページまたは市役所総務課（本庁舎２階）・各支所・行政サービスセンターに
備え付けの募集要項をご覧ください。
・ 〒9５２－１２9２　佐渡市千種 232 番地　総務部総務課人事係　☎６３―３１１１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

こ
ち
ら

市報さど　令和5年1月号



「
佐
渡
市
地
域
循
環
共
生
圏

の
創
造
に
よ
る
持
続
可
能
な

島
づ
く
り
推
進
条
例（
案
）」

に
つ
い
て
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す

閲
覧
場
所

　

市
役
所
総
合
窓
口
（
本
庁
舎
１
階
）、

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
各

図
書
館
（
室
）、
各
地
区
教
育
事
務
所
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
期
間

　
1
月
16
日
㈪
～
2
月
10
日
㈮

　
午
後
５
時
（
郵
送
：
2
月
10
日
必
着
）

提
出
方
法

　

市
役
所
総
合
政
策
課
（
本
庁
舎
２
階
）

に
直
接
提
出
い
た
だ
く
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵

送
で
提
出
く
だ
さ
い
。
提
出
用
紙
は
、
閲

覧
場
所
に
備
え
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

市
ホ
ー
ム
ペー
ジ
の
応
募
専
用
フォ
ー
ム
か
ら
ご

意
見
を
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

�

ご
意
見
の
内
容
は
公
表
し
ま
す
が
、
氏

名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
内
容
が
類

似
す
る
ご
意
見
は
、
ま
と
め
て
公
表
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
意
見
へ
の
個

別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

「
佐
渡
市
地
域
循
環
共
生
圏
の
創
造

に
よ
る
持
続
可
能
な
島
づ
く
り
推
進

条
例
」
と
は

　

国
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選

定
さ
れ
た
自
覚
を
深
め
、
島
全
体
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
し
、
自
然
豊
か
な

佐
渡
の
特
徴
や
地
域
の
資
源
を
有
効

活
用
し
な
が
ら
、
環
境
・
経
済
・
社

会
を
向
上
さ
せ
、
持
続
可
能
な
ま
ち

の
実
現
に
向
け
て
制
定
す
る
条
例
で

す
。

総
合
政
策
課
政
策
推
進
室
政
策
推
進
係

　
☎
63
―
３
８
０
２

大
学
と
地
域
が
連
携
し
た 

地
域
づ
く
り
活
動
報
告
会
を

開
催
し
ま
す

　
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
の
賑
わ
い
を

創
出
す
る
た
め
に
、
令
和
４
年
度
域
学
連

携
地
域
づ
く
り
応
援
事
業
補
助
金
を
活
用

し
、
大
学
と
地
域
が
連
携
し
て
取
り
組
ん

だ
活
動
内
容
を
発
表
し
ま
す
。（
入
場
無

料
）２

月
５
日
㈰　
午
後
１
時
～
４
時

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

参
加
予
定
大
学�

活
動
地
区

・
法
政
大
学�

鷲
崎

・
東
京
工
科
大
学�

岩
首

・
國
學
院
大
学�

宿
根
木

・
敬
和
学
園
大
学�

宿
根
木

・
日
本
大
学�

相
川
・
小
木

・
新
潟
国
際
情
報
大
学�

生
椿

�

午
前
10
時
か
ら
活
動
内
容
の
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り
係

　
☎
63
―
４
１
５
２

令
和
４
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

助
成
事
業
で
整
備
し
ま
し
た

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強

化
を
図
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、
畑
野

区
民
会
で
は
、
地
域
の
祭
り
の
際
に
使
用

す
る
「
鬼
太
鼓
の
衣
装
お
よ
び
獅
子
頭
な

ど
の
備
品
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り
係

　
☎
63
―
４
１
５
２

土と

地ち

家か

屋お
く

調ち
ょ
う

査さ

士し

無
料
相
談 

～
建
物
の
登
記
名
義
は
誰
で
す
か
？
～

　
法
律
で
建
物
表
題
登
記
に
は
申
請
義
務
が
あ
り
、
申
請
を
怠
る
と
罰
則
も
あ
り
ま

す
。
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
一
度
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

2
月
8
日
㈬　
午
後
2
時
～
4
時　

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
は
予
約
制
で
、
予
約
受
付
時
間
は
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

����

※
空
き
が
あ
れ
ば
、当
日
受
付
も
し
ま
す
。

・

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部　
☎
55
―
３
１
１
７

市報さど　令和5年1月号17
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お
知
ら
せ

体
育
館
の
通
年
利
用
を
希
望

す
る
団
体
は
、「
年
間
利
用
要

望
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
体
育
館
（
小
中
学
校
な
ど
の
体
育
館
を

含
む
）
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た

め
、
事
前
に
通
年
利
用
を
希
望
す
る
団
体

を
把
握
し
、
利
用
調
整
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
通
年
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
要
望
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

�

各
地
区
教
育
事
務
所
、
社
会
教
育
課

（
佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
）
、

ヒ
ル
ト
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ
佐
渡
の
い
ず
れ

か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月
10
日
㈮　
午
後
５
時
ま
で

�

要
望
書
は
、
お
申
し
込
み
窓
口
に
備
え

付
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

社
会
教
育
課
社
会
体
育
係

　
☎
58
―
７
３
５
６

文
化
財
の
消
防
訓
練
を
行
い
ま
す

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
は
、
奈
良
県
の
法
隆
寺
金
堂
が
炎
上
し
、

貴
重
な
壁
画
が
損
傷
し
た
日
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
１
月
26
日
が
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
全
国
で

防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
沖
縄
県
の
首
里
城
や
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

大
聖
堂
な
ど
世
界
的
に
貴
重
な
文
化
財
が
相
次
い
で
火
災
に
よ
り

焼
失
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
、
佐
渡
市
で
は
合
計
14
件
の
建

物
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
が
発
生
す
る
と
、
指
定
文
化
財
だ
け
で
な
く
、
貴
重
な
歴

史
的
建
造
物
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
防
火
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
毎
年
文
化
財
の
消
防
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
訓
練
を
通
し
て
、
文
化
財
の
愛
護
と
防
火
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
訓
練
へ
の
参
加
や
見
学
を
希
望
す
る

場
合
は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※�

訓
練
で
は
、実
際
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

１
月
28
日
㈯

　
午
前
10
時
～
11
時

�

正
法
寺�

（
佐
渡
市
泉
甲
５
０
４
）

�

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム

ペー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

世
界
遺
産
推
進
課�

文
化
財
室

　
文
化
財
保
護
係

　
☎
63
―
３
１
９
５

二宮神社能舞台での消防訓練の様子

A ③ 2 才
トキは２才になると冬ごろに羽が黒くなり繁殖ができるようになります。

知っトキ！
クイズの答え

Ｐ１５の  わかったかな？

スポーツ振興くじ（toto）助成金を活用‼
両津総合体育館の
移動式バスケット
ゴールを更新しました
　ミニバスケットボール・バスケットボールの競技水準の向上や地域
スポーツの振興を目指し、独立行政法人日本スポーツ振興センターの
スポーツ振興くじ（toto）助成金を活用して両津総合体育館の移動式
バスケットゴールを更新しました。多くの皆さまのご利用をお待ちし
ています。
社会教育課社会体育係　☎５８―７３５６
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住
民
税
均
等
割
非
課
税 

世
帯
等
へ
の 

電
力
・
ガ
ス・
食

料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
の
確
認
書
等
の
提
出

は
お
済
み
で
す
か
？

　

住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
等
へ
の�

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急

支
援
給
付
金
の
支
給
要
件
確
認
書
お
よ
び

申
請
書
、
家
計
急
変
世
帯
の
申
請
書
の
提

出
期
限
は
、
１
月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。

　
提
出
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�

家
計
急
変
世
帯
と
は
、
予
期
せ
ず
家

計
が
急
変
し
た
こ
と
で
収
入
が
減
少

し
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
相
当

と
な
っ
た
世
帯
で
す
。

　

�

支
給
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

「�

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
」
窓
口

（
社
会
福
祉
課
内
）
☎
63
―
３
８
５
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら

 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

　
　
　
　
　
　
開
催
中
！

　

「
伝
統
文
化
と
環
境
福
祉
の
専
門
学

校
」
で
、
３
つ
の
学
科
が
新
設
さ
れ
来
年

４
月
開
講
に
向
け
現
在
入
学
生
募
集
中
で

す
。

新
設
学
科

①
公
務
員
学
科
（
２
年
制
）

②
ま
ち
づ
く
り
・
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

（
２
年
制
）

③
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
・
大
学
併
修
学
科

（
４
年
制
）

　
現
在
、
新
学
科
を
対
象
と
し
た
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

佐
渡
島
内
在
中
の
方
も
参
加
し
や
す
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

　
新
学
科
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
日
程

に
つ
い
て
は
、
「
伝
統
文
化
と
環
境
福
祉

の
専
門
学
校
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

「�

伝
統
文
化
と
環
境
福
祉
の
専
門
学

校
」

　
☎
０
１
２
０
―
０
３
１
―
０
８
０

　
総
合
政
策
課
政
策
推
進
室
政
策
推
進
係

　
☎
63
―
３
８
０
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら

ひ
き
こ
も
り
の
家
族
の
つ
ど
い

「
サ
ロ
ン
ふ
き
の
と
う
」ご
案
内

２
月
16
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

�

ビ
デ
オ
な
ど
で
ひ
き
こ
も
り
へ
の
理
解

や
対
応
を
学
び
、
ご
家
族
同
士
の
近
況

報
告
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�

・

佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境

部
地
域
保
健
課　
☎
74
―
３
４
０
７

高
次
脳
機
能
障
害
者 

「
家
族
の
つ
ど
い
」ご
案
内

２
月
７
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

佐
渡
総
合
病
院�

２
階�

講
堂

�

講
話
な
ど
で
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
、

ご
家
族
同
士
で
近
況
報
告
や
意
見
交
換

な
ど
語
り
合
い
を
行
い
ま
す
。

※
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�

高
次
脳
機
能
障
害
友
の
会
「
ス
ワ
ン
」

石
井
会
長
（
予
定
）

�

・

佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境

部
地
域
保
健
課　
☎
74
―
３
４
０
７

「
伝
統
文
化
と
環
境
福
祉
の
専
門
学
校
」
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お
知
ら
せ

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の 

自
主
返
納
を 

　
　
　
支
援
し
て
い
ま
す

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
や
公
共
交
通

機
関
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
た
70
歳
以
上
の
方
に

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
共
通
利
用
券
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

�

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
70
歳
以

上
の
方

�

市
内
で
利
用
で
き
る
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

共
通
利
用
券
１
万
円
分
を
交
付

（
２
０
０
円
×
50
枚
）

�

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
後
、
市
役
所
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
「
申
請
に
よ
る
運

転
免
許
の
取
消
通
知
書
」
の
写
し
が
必

要
で
す
。

�

運
転
免
許
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
て
失

効
し
た
場
合
は
、
自
主
返
納
に
な
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

交
通
政
策
課
交
通
対
策
係

　
☎
63
―
３
１
８
４

２
月
は
司
法
書
士
に
よ
る 

相
続
登
記
の 

無
料
相
談
月
間
で
す

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
２
月

の
１
カ
月
間
を
『
相
続
登
記
は
お
済
み
で

す
か
月
間
』
と
定
め
、
相
続
登
記
に
つ
い

て
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所
に
て
無
料
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
４
月
１
日
に
相
続
登
記
が
義

務
化
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
お
近
く

の
司
法
書
士
事
務
所
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
無
料
で
相
続
登
記
の
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

�
２
月
１
日
㈬
か
ら
２
月
28
日
㈫
の
各
事

務
所
執
務
時
間
内

※�

土
曜
、休
日
相
談
希
望
の
場
合
は
事
前
に
相
談

先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

�

一
年
を
通
じ
て
無
料
相
談
に
応
じ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
司
法
書
士
無
料
相
談

（
面
談
・
電
話
相
談
／
要
予
約
）

　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
☎
０
２
５
―
２
４
４
―
５
１
２
１

〇
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
電
話
相
談
）

　
平
日
の
午
前
10
時
～
12
時

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
☎
０
２
５
―
２
４
０
―
７
８
６
７

〇�

多
重
債
務
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
電
話
相

談
）

　
平
日
の
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
☎
０
２
５
―
２
４
０
―
７
９
７
４

新
潟
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
２
５
―
２
４
４
―
５
１
２
１

「
還
付
金
詐
欺
」の
被
害
が 

　
　
　

  

発
生
し
て
い
ま
す

　
佐
渡
市
内
で
「
還
付
金
詐
欺
」
の
電
話

を
受
け
た
方
が
口
座
内
の
お
金
を
だ
ま
し

取
ら
れ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
電
話
の
相
手
は
、
市
役
所
職
員
を
名
乗

り
「
保
険
料
を
返
す
。
急
い
で
手
続
す

る
」
な
ど
と
言
っ
て
、
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
被
害
者
を
誘
い
出
し
、
振
込
操
作
を

指
示
し
て
口
座
内
の
お
金
を
だ
ま
し
取
ろ

う
と
し
ま
す
。

　
電
話
で
「
お
金
を
返
す
」
「
す
ぐ
銀
行

に
行
っ
て
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
、
す
ぐ

に
電
話
を
切
っ
て
身
近
な
人
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

佐
渡
警
察
署　
☎
55
―
０
１
１
０

募
　
　
集

　
　
　
佐
渡
林
業
実
践
者
大
学 

　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集

　
佐
渡
の
森
林
資
源
を
活
か
す
森
づ
く
り

の
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

〇
開
講
期
間
／
３
月
９
日
㈭
～
１
年
間

�

森
づ
く
り
の
実
践
的
な
技
術
を
学
ぶ
講

義
、
実
習
。
開
講
式
終
了
式
を
含
め
、

年
５
回
程
度
の
講
座
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

〇
受
講
条
件

　
佐
渡
林
業
普
及
協
議
会
へ
の
加
入
（
会

費
４
，
３
２
０
円
）
が
必
要
で
す
。
毎
月
、

雑
誌
『
林
業
に
い
が
た
・
林
業
新
知
識
』

を
送
付
し
ま
す
。

�

25
人
（
新
規
受
講
生
を
優
先
、
定
員
超

の
際
は
抽
選
）

�

２
月
６
日
㈪
ま
で
に
氏
名
・
住
所
・
年

齢
・
性
別
を
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

・
　
佐
渡
林
業
実
践
者
大
学
事
務
局

（
県
佐
渡
地
域
振
興
局
林
業
振
興
課
）

　
☎
74
―
３
４
５
０

　

74
―
４
４
０
３

第
44
期
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物　　　　　品
児童図書62冊
　両津小学校教育環境整備のため、加茂湖の水辺の環境を大切にしてほしい
佐渡の加茂湖を考える会　代表　加藤勝巳　様（佐渡市浜田）
遊戯室八角パーゴラ
　佐和田児童クラブ遊戯室への寄贈
農林中央金庫富山支店、佐渡島内４森林組合との共同寄付

現金
10万円
福祉のため
三太郎農園
（佐渡市泉）

問�総務課管財係　☎６３―３１１１

ご寄付をいただき大変ありがとうございました

災害による固定資産税の減免について
　土地、家屋や償却資産が災害により著しい被害を受けた場合、被害を受けた年度の固定資産税のう
ち、その被害を受けた日以後に納期限が到来する税額については、納期限までの申請により減免され
る場合があります。
　災害で被害を受けたときは、減免申請書を提出してください。
例：災害発生日が令和４年 12月 13 日の場合、次に到来する納期限は令和５年１月 31日（第４期）です。
この場合、第４期分の税額が減免の対象となります。

■減免基準
【土地・家屋・償却資産】
　災害を原因とする全壊、流出、埋没などにより、原形をとどめないとき、又は復旧不能、およびそ
れに準じる損傷により２割以上の価値を減じたとき。（土地の場合は、面積の２割以上の被害）

■申請先　　税務課固定資産税係（本庁舎１階）
　　　　　　※減免申請書は、税務課、各支所・各行政サービスセンターで入手できます。

■添付書類　「り災証明書」、被害の状況がわかる写真など
　　　　　　　※令和 4年 12 月 13 日の突風被害の「り災証明書」などは令和５年 1月 31 日までに申請をお願いします。

【家屋などが災害で被害を受けたときにお願いしたいこと】
　家屋などが災害で被害を受けたときには、固定資産税の減免申請などに必要となるため、被害状況
の写真撮影をお願いします。

カメラ
スマホなどで
4 方向から
撮影

①被災した
　部屋ごとに
　全景を撮影

②被害を受けた
　箇所の全体が
　わかるように

浸水の高さが
わかるように

和室
台所

リビング

玄関

押入

問�税務課固定資産税係　☎６３―５１１０　防災課　☎６３―３１２５（り災証明書に関すること）
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経営幹部
パソコン担当
DXにご興味のある皆様へ

終了後にDXを
テーマとした
懇談会も！？

総務課デジタル政策室　℡0259-63-5139

　佐渡市の進出企業が、これからのデジタル社会に対応できる人材育成支援の一環としてＤＸ（デジタル・トランス
フォーメーション）セミナーを開催いたします。参加をご希望の方は、以下の二次元コードよりお申込みフォームを通
じてお申込みください。（定員がございますので、いずれも先着20名様となります）

中小企業の経営課題、解決の第一歩はDXから。
そして、DXの第一歩は、DX推進社員の育成から。
身近な社員から始めるDX人材育成。
どのようなアプローチで、DXに取り組んでいくのか。
数多くのIT人材を育成してきたノウハウをもとにお話しさせていただきます。

主催：株式会社YAZ　共催：有限会社 中川商会
後援：佐渡市

経済産業省が推奨している
デジタル・トランスフォーメーション（略称：DX）
遠い東京のお話だと思っていませんか？

セミナー参加
無料

先着20名様

株式
会社アドバンテック様から「企業版ふるさと納税」による 

寄付をいただきました
　佐渡市が実施する「ゼロカーボンアイラン
ド推進事業～脱炭素・持続可能社会の推進に
向けた取組～（第２期佐渡市まち・ひと・し
ごと創生推進計画）」に対して、株式会社ア
ドバンテック様（東京都千代田区）から、企
業版ふるさと納税（地方創生応援税制）によ
る寄付をいただきました。
　株式会社アドバンテック様は、国内外で半
導体製造装置の部品製造・販売事業及び半導
体の各種商材を取扱う専門商社でありながら、

創業地である愛媛県西条市で環境配慮がポイントとして還元される仕組みを実践し、令和４年度には環境
省による食とくらしの「グリーンライフ・ポイント」推進事業に採択されるなど、地域や社会の環境課題
を自分事化して取り組まれています。
　いただいた寄付金は、公用車のEV化（電気自動車の購入）に活用し、2050 年までに二酸化炭素排出量
を実質ゼロにする「ゼロカーボンアイランド」の実現を目指します。
お問い合わせ　総合政策課政策推進室政策推進係　☎６３－３８０２
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事例
　大手通販業者のネット広告で、高級
ブランドの洋服が定価の半額以下で販
売されているのを見つけて注文し、指

示された銀行口座に代金を振込んだ。業者から
「入金を確認しました」というメールが届いた
きり、何日経っても商品が届かないため問い合
わせしようとした
が、業者のメール
はブロックされて
おり、電話も「現
在使用されており
ません」とアナウ
ンスが流れて連絡
がとれない。

・�インターネット通販で「商品が届か
ない」「偽物が届いた」といったト
ラブルが起きています。
・大幅な割引価格となっている場合や、
　他のサイトでは品切れとなっている

　�商品を取り扱っている場合は、偽通販サイトの
可能性があります。
・�支払い方法が「銀行振込のみ」「代金引換のみ」の
通販サイトには注意が必要です。
・�問題のある通販サイト
を完全に見分けること
は困難です。少しでも
不安を感じた場合は、
購入をやめましょう。

生活情報生活情報
　　さど　　さど

お問い合わせ   消費生活センター（平日）午前９時～午後４時 
☎５７－８１４３

代金を払ったのに商品が届かない代金を払ったのに商品が届かない！！
～偽通販サイトにだまされないで～

消費者
ホットライン  ☎１

い

８
や

８
や
（嫌

いや

や！泣き寝入り）

市民課人権啓発係　☎６３―５１１２　

多様な性を尊重し、認め合う社会へ

性的マイノリティの人は身近にいるの？
　性的マイノリティの方は「身近にいない」「今まで会ったことがない」という人もいるかもしれません。
　日本における性的マイノリティの割合は、調査機関・調査方法によって結果は異なりますが、約３％～１０％と言われ
ており、「左利き」の人と同じくらいで、「佐藤・鈴木・高橋さん」という苗字より多いと言われていますので、「見えてい
ない」「気づいていない」だけなのです。

なぜ気づかないのか？
　性的マイノリティの方は見ただけではわかりません。当事者の方たちは「学校や職場でいじめや差別にあうのでは
ないか」「家族や友人に理解してもらえないのではないか」ということを恐れて誰にも伝えることできずに、一人で悩ん
でいるケースが多いため、その存在に気づきにくくなっているのです。

私たちができること
　気づいていないだけで周りに性的マイノリティの方がいるかもしれません。まずは、周囲に当事者がいるかもしれな
いということを意識した行動をしてみましょう。
　・使う単語を変えてみる
　　　「彼氏・彼女はいるの？」→「付き合っている人・パートナーはいるの？」
　　　「男らしく・女らしく」→「自分らしく・あなたらしく」
　・「ホモ」「レズ」「オカマ」「オネエ」等の当事者に対する差別用語は使わない。
　・�性的マイノリティについて理解し支援する人のことをアライ（ALLY）と言います。虹色のものを身に付けたり、レイン
ボーフラッグを掲げてみたりするなど、アライであることを表明してみましょう。

お近くの消費生活相談
窓口につながります

〇市報 12 月号の記事の表記に一部誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
　（誤）性的思考→（正）性的指向　（誤）セクシャル→（正）セクシュアル

アドバイス

80％
OFF

や〜め
た
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　佐渡に初めて来たのは令和4年6月でした。晴天のなか景勝地を巡り、美味しいも
のを食べて楽しく過ごしたのを覚えています。その4カ月後には佐渡で生活を始めま
した。
　出身は岩手県盛岡市。冬の寒さが厳しい地域ですが自然に恵まれ、伝統工芸「南部鉄器」や三大麺「冷麺・
じゃじゃ麺・わんこそば」が有名な地域です。山があり、温泉があり、稲作や果樹栽培をしている地域もあります。
佐渡に移住を決断できたのは、岩手と似た雰囲気を感じたことも理由の一つかもしれません。

　佐渡に来て早2カ月、毎日が学びと新たな発見の連続です。おいし
いもの、きれいな景色、伝統文化、通勤路で見る夕日にも毎日感動し
ております。「佐渡の生活には慣れた？」とお声をかけていただけるこ
とがとてもありがたいです。
　現在は皆さまから佐渡のこと・羽茂のことを教えていただき、どん
な形でお役に立てるか模索しながら羽茂支所地域支援係の業務
にあたっています。羽茂支所にお越しの際は、ぜひお声かけください。
これからよろしくお願いいたします。

地域づくり課地域づくり係　☎６３―４１５２

支所・行政サービスセンター拠点化推進（羽茂支所）担当　吉
よし

田
だ

　直
なお　み

美

着任のご挨拶地域おこし協力隊
地域の魅力をサポー

トします
われら

　

二
宮
小
学
校
は
、「
地
域
と
と
も
に

歩
む
学
校
づ
く
り
」
を
よ
り
推
進
す
る

た
め
に
、
学
校
運
営
協
議
会
を
中
心
と

し
て
、
地
域
の
方
々
か
ら
積
極
的
に
学

校
運
営
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

１　
放
課
後
二
宮
っ
子
教
室

　
市
の
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
環
と

し
て
、「
放
課
後
二
宮
っ
子
教
室
」
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。
学
校
運
営
協
議
会

の
協
議
の
中
で
発
足
し
、
今
年
度
で
２

年
目
と
な
り
ま
し
た
。
５・
６
年
生
20

人
が
参
加
し
、
地
域
の
支
援
員
の
皆
さ

ま
に
、
学
習
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

見
守
り
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

参
加
児
童
も
、
楽
し
く
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

２　
生
活
科
の
学
習
サ
ポ
ー
ト

　

１
年
生
の
生
活
科
の
学
習
で
、「
焼

き
い
も
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
学
校
運
営
協
議
会
の
皆
さ
ま
に
は
、

春
の
学
校
栽
培
園
の
整
備
か
ら
、
秋
の

焼
き
い
も
サ
ポ
ー
ト
ま
で
、
多
く
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
知
識
と
経

験
を
活
か
し
た
高
度
な
技
術
で
お
い
し

い
焼
き
い
も
が
で
き
あ
が
り
、
児
童
も

大
喜
び
で
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に
、

い
つ
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
と
と
も
に
歩
む
教
育
を
推
進

し
、
心
豊
か
な
児
童
を
育
ん
で
い
き
ま

す
。学

校
教
育
課　
☎
58
―
７
３
５
１

地
域
と
と
も
に

二
宮
小
学
校

放課後二宮っ子教室

１年生生活科
「焼きいもパーティー」
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「
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ

カ
ル
」
と
は
、
植

物
が
持
っ
て
い
る

機
能
性
成
分
で
、

カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
や

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド

と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
野
菜
や
果

物
、
豆
類
、
海
藻
、
ハ
ー
ブ
な
ど
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
栄
養
素
で
は
な
い
の

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
し
た
り
、

体
の
臓
器
の
材
料
と
な
る
も
の
で
は
な

く
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
よ
う
に

摂
取
し
な
け
れ
ば
病
気
に
な
る
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
摂
る
こ
と

で
、
体
を
よ
り
元
気
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
重
要
な
成
分
で
す
。

例
え
ば
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
紫
色
の
野
菜
や
果

物
に
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
抗
酸
化

作
用
や
目
の
健
康
を
守
る
働
き
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
リ
コ

ピ
ン
や
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
な
ど
、
種
類
は

た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
体
に

と
っ
て
有
益
な
働
き
を
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
の
食

材
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
分
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
特
に
野
菜
や
果
物
の
皮
に

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
皮
ご
と
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
ブ
ド
ウ
や
リ

ン
ゴ
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
）
は
、
皮
ご

と
食
べ
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
佐
渡
で
は
、

た
く
さ
ん
の
種
類
の
野
菜
や
果
物
が
作

ら
れ
て
お
り
、
美
味
し
く
て
新
鮮
な
も

の
が
手
に
入
り
ま
す
。
そ
の
季
節
の
旬

の
食
材
を
、
地
産
地
消
で
取
り
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

市立病院から

こんにちはこんにちは
相
川
診
療
所
　
栄
養
科
　
管
理
栄
養
士
　
後
藤
　
か
お
り

地
産
地
消
で
「
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
」 

　
　
　
　
　
　
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
　

市では「佐渡島の金山」の世界遺産登録に向けて、その魅力や世界遺産としての文化的価値に関する情報発信
事業に取り組んでいます。
その事業の１つとして、令和４年12月に、江戸時代の金山の発展に由来する相川の文化、芸能やまち並みを、Ｃ

Ｇで再現した映像が完成しました。
現在、市公式YouTubeなどで公開しています。
江戸時代の風景や奉行所内の様子などを、現在の風景と照ら
し合わせてお楽しみください。

世 界 遺 産 登 録 に 向 け て

世界遺産推進課　☎６３―５１３６

「佐
さ ど

渡島の金山」CG映像コンテンツが完成しました！

PhytochemicalPhytochemical
ファイトケミカル

金銀山編 鉱山町相川編 金の道編
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地 区 名  住 所 名 氏　　　　名 保護者 たんじょう

両　津 鷲崎 山　田　知惠子 88 10.31
　〃 両津湊 塚　本　惠美子 91 11.  5
　〃 野浦 臼　杵　容　子 89 11.  9
　〃 春日 木　村　吉　雄 93 11. 9
　〃 春日 宇　治　三榮子 96 11.10
　〃 加茂歌代 　　池　雅　昭 81 11.12
　〃 河崎 夏　井　ウ　メ 80 11.12
　〃 白瀬 市　橋　秋　江 90 11.14
　〃 両津夷新 本　間　芙美子 95 11.15
　〃 両津湊 伊　藤　重　一 88 11.20
　〃 水津 坂　下　作太郎 96 11.20
　〃 両津夷新 甲　斐　ト　シ 93 11.21
　〃 椿 坂　井　ク　マ 95 11.22
相　川 相川小六町 髙　木　伸　次 70 11. 5
　〃 北狄 中　村　壽　一 81 11.15
　〃 小川 菊　地　茂　樹 50 11.16
　〃 北狄 菊　地　照　明 82 11.19
　〃 橘 釡　屋　チ　ヱ 89 11.24
　〃 橘 石　塚　トシ子 90 11.28
　〃 北片辺 道　下　ツ　ネ 98 11.28
佐和田 河原田本町 石　原　秀　夫 89 11. 2
　〃 市野沢 渡　部　　　清 75 11. 9
　〃 河原田諏訪町 田　中　ミヨ子 97 11.12
　〃 沢根町 山　岡　芳　光 70 11.13
　〃　 河原田諏訪町 西　崎　タカ子 84 11.18
　〃 東大通 山　口　　　学 63 11.21
　〃 下長木 伊　藤　藤　一 89 11.24
　〃 下長木 近　藤　武　雄 90 11.30
金　井 貝塚 松　原　フ　ミ 94 11. 3
　〃 貝塚 本　間　一　秋 85 11. 3
　〃 中興 柴　坂　道　夫 89 11. 5
　〃 中興 遠　見　髙　司 86 11. 7
　〃 平清水 北　見　ヤ　エ 88 11. 7
　〃 千種 辻　　　孝　男 81 11.14
　〃 金井新保 小　菅　弘　志 82 11.21
　〃 金井新保 児　玉　千　歳 91 11.22
新　穂 新穂 青　木　　　保 93 11. 1
　〃 上新穂 髙　野　ヨシ子 92 11. 1
　〃 新穂瓜生屋 清　水　ミ　ス 107 11. 5

新　穂 新穂正明寺 久　文　正　春 98 11. 5
　〃 新穂大野 土　屋　美陽子 61 11.13
　〃 新穂瓜生屋 本　間　　　春 89 11.19
　〃 新穂潟上 須　田　源　氏 96 11.20
　〃 新穂潟上 佐　山　香代子 91 11.27
畑　野 目黒町 長　嶋　加代子 70 11. 2
　〃 宮川 本　間　荘　六 85 11. 2
　〃 小倉 余　吾　勝　美 93 11. 6
　〃 畑野 本　間　一　二 88 11. 7
　〃 多田 朝　井　　久野 74 11. 6
　〃 飯持 猪　股　正　夫 92 11. 7
　〃 畑野 中　川　チヨノ 95 11.12
　〃 小倉 中　村　シズヱ 84 11.12
　〃 丸山 中　平　ハギノ 93 11.13
　〃 栗野江 齋　藤　聖　子 65 11.19
　〃 目黒町 土　屋　二　三 87 11.25
　〃 多田 林　　　榮一郎 94 11.25
　〃 宮川 左　京　チヅ子 82 11.29
真　野 金丸 　　林　善兵衛 80 11. 5
　〃 真野新町 島　倉　　二郎 85 11. 9
　〃 西三川 嶋　倉　比良子 86 11.11
　〃 真野大川 小　田　準　逸 77 11.15
　〃 真野 長　　　定　夫 73 11.16
　〃 田切須 佐々木　タヅ子 88 11.28
　〃 大倉谷 金　子　キ　ミ 91 11.29
　〃 真野大川 佐々木　英　夫 87 11.29
小　木 小木 鈴　木　シ　ゲ 92 11. 1
　〃 小木町 金　井　　　實 79 11. 7
　〃 小木町 村　田　壽　子 74 11.16
　〃 小木 齊　藤　昭　治 77 11.24
　〃 小木町 影　山　ツヤ子 91 11.27
羽　茂 羽茂大石 中　川　壽　一 82 11. 7
　〃 羽茂大橋 仲　川　フ　ミ 94 11.20
　〃 羽茂本郷 棚　田　春　美 92 11.21
　〃 羽茂村山 畠　野　サ　ヨ 97 11.23
　〃 羽茂本郷 中　原　滿　雄 94 11.27
　〃 羽茂本郷 和　田　清　一 72 11.29
赤　泊 赤泊 田　邉　　　廣 92 11.11
　〃 莚場 冨　永　勇　雄 91 11.16
　〃 三川 柏　𠩤　芳　夫 93 11.16

新　穂 新穂正明寺 久　文　正　春 98 11. 5
　〃 新穂大野 土　屋　美陽子 61 11.13
　〃 新穂瓜生屋 本　間　　　春 89 11.19
　〃 新穂潟上 須　田　源　氏 96 11.20
　〃 新穂潟上 佐　山　香代子 91 11.27
畑　野 目黒町 長　嶋　加代子 70 11. 2
　〃 宮川 本　間　荘　六 85 11. 2
　〃 小倉 余　吾　勝　美 93 11. 6
　〃 畑野 本　間　一　二 88 11. 7
　〃 多田 朝　井　　久野 74 11. 6
　〃 飯持 猪　股　正　夫 92 11. 7
　〃 畑野 中　川　チヨノ 95 11.12
　〃 小倉 中　村　シズヱ 84 11.12
　〃 丸山 中　平　ハギノ 93 11.13
　〃 栗野江 齋　藤　聖　子 65 11.19
　〃 目黒町 土　屋　二　三 87 11.25
　〃 多田 林　　　榮一郎 94 11.25
　〃 宮川 左　京　チヅ子 82 11.29
真　野 金丸 　　林　善兵衛 80 11. 5
　〃 真野新町 島　倉　　二郎 85 11. 9
　〃 西三川 嶋　倉　比良子 86 11.11
　〃 真野大川 小　田　準　逸 77 11.15
　〃 真野 長　　　定　夫 73 11.16
　〃 田切須 佐々木　タヅ子 88 11.28
　〃 大倉谷 金　子　キ　ミ 91 11.29
　〃 真野大川 佐々木　英　夫 87 11.29
小　木 小木 鈴　木　シ　ゲ 92 11. 1
　〃 小木町 金　井　　　實 79 11. 7
　〃 小木町 村　田　壽　子 74 11.16
　〃 小木 齊　藤　昭　治 77 11.24
　〃 小木町 影　山　ツヤ子 91 11.27
羽　茂 羽茂大石 中　川　壽　一 82 11. 7
　〃 羽茂大橋 仲　川　フ　ミ 94 11.20
　〃 羽茂本郷 棚　田　春　美 92 11.21
　〃 羽茂村山 畠　野　サ　ヨ 97 11.23
　〃 羽茂本郷 中　原　滿　雄 94 11.27
　〃 羽茂本郷 和　田　清　一 72 11.29
赤　泊 赤泊 田　邉　　　廣 92 11.11
　〃 莚場 冨　永　勇　雄 91 11.16
　〃 三川 柏　𠩤　芳　夫 93 11.16

地 区 名  住 所 名 氏　　　　名 年 　 齢 ご 命 日

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

両　津 上横山 齋　須　咲　希 勇一 11.20
　〃 羽吉 野　田　に　こ 尚吾 11.24
相　川 達者 濱　辺　蒼　翔 宏 10.31
　〃 相川四町目 中　田　　　吏 時矢 11.  4
佐和田 沢根 仲　田　一　成 一雅 11.  7
　〃 中原 臼　田　詞　葉 伝 11.12
　〃 市野沢 大　岩　　　朔 真人 11.14
金　井 千種 内　田　羽　音 圭祐 10.24
　〃 三瀬川 　　地　香　凜 祐樹 11.16

新　穂 新穂潟上 鈴　木　琥　博 滉人 11.18
　〃 新穂武井 小　黒　　　華 淳一 11.21
畑　野 栗野江 中　森　花　南 一良 10.26
　〃 畑野 田　中　侑　吏 康介 11.  8
　〃 畑野 小　田　明　季 竜之介 11.21
小　木 小木町 金　子　志　帆 弦矢 10.30
　〃 小木町 桃　井　心　陽 希夢 11.14
羽　茂 羽茂小泊 金　子　陽　葵 謙 11.  5
赤　泊 徳和 吉　田　芽　生 航大 11.  5

（さき）

（にこ）

（あおと）

（つかさ）

（いっせい）

（ことは）

（さく）

（うた）

（かりん）

（こはく）

（はな）

（はな）

（ゆうり）

（あき）

（しほ）

（ここは）

（ひまり）

（めい）

（単位：人・世帯）

※承諾いただいた方のみ掲載しています。

地区名 男 女 合計 世帯数
両 津 5,443(�-14) 5,911(� � -6)� 11,354(� -20)� 5,247(���-2)�
相 川 2,743(� ����4)� 2,838(��-10)� 5,581( ���-6)� 2,769(�����1)�
佐和田 4,063(� ����4)� 4,183(����� 0)� 8,246(�����4)� 3,993(�  6)�
金 井 2,998(�� �-7)� 3,168(� � � 5)� 6,166(����-2)� 2,808(���-1)�
新 穂 1,670(�� �-3)� 1,749(� � -9)� 3,419(� -12)� 1,600(���-9)�

地区名 男 女 合計 世帯数
畑 野 1,913(��-6)� 2,083(��-16)� 3,996(�-22)� 1,784(� -2)�
真 野 2,085( -12)� 2,279( ��-4)� 4,364(�-16)� 1,837(� -9)�
小 木 1,222(��-2)� 1,270(���-5)� 2,492(���-7)� 1,071(� -4)�
羽 茂 1,445(�� ��0) 1,576(�� ��1)� 3,021(�����1)� 1,185(� ��0)�
赤 泊 1,074(��-1)� 1,049( ��-2)� 2,123(���-3)� 845(� ��0)��

○人口と世帯数　11月30日現在　かっこ内の数値は前月からの増減
佐渡市　男�24,656人（‒37人）女�26,106人（‒46人）合計�50,762人（‒83人）世帯数�23,139世帯（‒20世帯）
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戸籍の窓 11.1～11.30届出

市民課戸籍係　☎６３－５１１２



東京神楽坂ライオンズクラブから
子どもたちに本のプレゼント
　毎年、佐渡ライオンズクラブと姉妹クラブである東京神楽坂ライオンズクラ
ブから、両津図書館に児童書を中心に書籍を寄贈いただいています。
　今年度も新しい本76冊が届きました。ぜひご覧ください。

【寄贈いただいた本の一部をご紹介します】
『ニルスのふしぎな旅①～⑤』 
　　　　　　　　　セルマ・ラーゲルレーフ／原作�吉田順／作(学研プラス)
『10歳までに読みたい世界名作』シリーズ　(学研プラス)
『さがそう！生きものかくれんぼ』シリーズ　(ポプラ社)

プレクストークの貸出をしています

ジオパーク、推進日記 141

　佐渡の地質や地形と関わりのある食材とその食材を使った食品である「佐渡ジオパーク食」。今回は、「カキ
（牡蠣）」をご紹介します。
　カキには、夏が旬のイワガキと冬が旬のマガキがあり、加茂湖（両津地区および新穂地区）や沢根（佐和田地
区）ではマガキが養殖されています。カキは淡水と海水が混ざる汽水域を好む傾向があり、加茂湖はまさにその
環境が整っています。
　加茂湖は、両津湾の奥が砂州で仕切られてできた湖で、弥生時代は塩水だったものが徐々に薄まり、平安時
代以降は淡水湖となりました。明治期になると、洪水を防ぐために、海と加茂湖の間を掘削して両者をつなげまし

た。その結果、海水が流入し、加茂湖が汽水湖となったため、そこにカキ
やアサリ、クルマエビなどが生息できるようになりました。
　カキは、「海のミルク」と呼ばれ、鉄・亜鉛・ビタミンB12・タウリンやグリ
コーゲンなど、さまざまな栄養素がバランスよく含まれています。また、佐
渡のカキは身が大きく、味が濃厚と評判です。皆さま、栄養豊富でとって
もおいしい佐渡のカキを、ぜひお召し上がりください。
　佐渡ジオパーク食については、佐渡ジオパーク公式ウェ
ブサイトに掲載しています。こちらもぜひご覧ください。

�社会教育課ジオパーク推進室（佐渡ジオパーク推進協議会事務局）☎２７―２１６２

　プレクストークとは、「ＤＡＩＳＹ（デイジー）」という特殊な形式で録音された朗
読ＣＤ（音声図書）や、通常のＣＤを再生することができるプレイヤーです。
　佐渡市の図書館の利用者カードをお持ちの方で、活字での読書に困難を感じて
いる方に貸出をしています。朗読ＣＤ（音声図書）の貸出も行っています。
　新穂図書室に置いてありますが、どの図書館や図書室でも借りることができます。
貸出期間は2週間です。

佐渡ジオパーク食

「カキ（牡蠣）」のご紹介
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中央図書館　☎63-2800　℻63-2552

図書館だより
BOOK



SDGs未来都市

佐渡市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

佐渡市メール
配信中

SNSで情報発信中

Twitter Facebook LINE

■発行日 令和5年1月10日■発行・編集　佐渡市 企画財政部総合政策課広報戦略室広報広聴係　ＴＥＬ0259（63）3802
　〒952-1292 佐渡市千種232番地 ＴＥＬ0259（63）3111㈹・0259（63）3300

佐渡ＳＤＧｓ
パートナー

持続可能なまちの実現に向けて、
佐渡市とともにＳＤＧｓの取り組みを実施していただける企業、

NPO、団体の方々を募集します‼
パートナーとして登録されるとこんなメリットが
・ 市のホームページで、SDGsの取り組みをＰＲでき、企業イメージや信頼性の向上、社員の意識向上、人材確保に

効果が期待できます‼
・パートナー同士の情報交換・連携をサポート‼
・「佐渡市ＳＤＧｓパートナー」認定証を交付します‼

二次元コードはこちら

☝

市内でＳＤＧｓの推進に寄与する取り組みを行っていただくこと

下記のホームページから申請書をダウンロードした後、 
必要事項を記入し、企画財政部総合政策課（kikaku@city.sado.niigata.jp）まで提出ください。

令和５年３月３１日まで 
https://www.city.sado.niigata.jp/soshiki/2005/41476.html

応募条件

応募条件

第２期
募集期間

ホームページ

申請方法などでご不明点がございましたら、お気軽に問い合わせください。
お問い合わせ   総合政策課政策推進室政策推進係  ☎ 63-3802

検索検索

第２期募集開始（令和５年３月末まで）

空メールを送信


